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【手続補正書】
【提出日】平成26年1月20日(2014.1.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　映像を表示する表示部と、
　光の透過と遮断とを切り換え可能な複数の液晶バリアを有する液晶バリア部と
　を備え、
　前記液晶バリア部は、
　液晶層と、
　前記液晶層を挟むように構成された第１の基板、およびその第１の基板に面する側に共
通電極が形成された第２の基板と
　を有し、
　前記第１の基板は、
　前記液晶バリアに対応する位置にそれぞれ形成された第１の電極と、
　前記第１の電極と前記液晶層との間において、前記液晶バリアに対応する位置に形成さ
れた第２の電極と
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　を有する
　表示装置。
【請求項２】
　前記液晶バリア部の各液晶バリアを駆動する駆動部を備え、
　前記駆動部は、前記第１の電極、およびその第１の電極に対応する第２の電極のうちの
、少なくとも前記第１の電極を駆動する
　請求項１に記載の表示装置。
【請求項３】
　前記駆動部は、前記第２の電極をも駆動する
　請求項２に記載の表示装置。
【請求項４】
　前記第２の電極は、複数のスリットを有する
　請求項１から請求項３のいずれか一項に記載の表示装置。
【請求項５】
　前記液晶バリアは所定の方向に延伸するように形成され、
　前記第２の電極は、
　前記所定の方向に延伸する幹部分と、
　前記幹部分の両側に形成された複数の枝部分と
　を有し、
　前記複数の枝部分が前記複数のスリットを構成する
　請求項４に記載の表示装置。
【請求項６】
　前記第１の電極および前記第２の電極の間に配置された絶縁層を
　さらに備えた
　請求項１から請求項５のいずれか一項に記載の表示装置。
【請求項７】
　３次元映像表示モードおよび２次元映像表示モードを含む複数の表示モードを有し、
　前記複数の液晶バリアは、複数の第１の液晶バリアおよび複数の第２の液晶バリアを有
し、
　前記３次元映像表示モードでは、前記表示部が複数の異なる視点映像を表示し、前記複
数の第１の液晶バリアが透過状態になるとともに、前記複数の第２の液晶バリアが遮断状
態になることにより、３次元映像を表示し、
　前記２次元映像表示モードでは、前記表示部が１つの視点映像を表示し、前記複数の第
１の液晶バリアおよび前記複数の第２の液晶バリアが透過状態になることにより、２次元
映像を表示する
　請求項１から請求項６のいずれか一項に記載の表示装置。
【請求項８】
　前記複数の第１の液晶バリアは、複数のバリアグループにグループ分けされ、
　前記３次元映像表示モードでは、前記複数の第１の液晶バリアは、バリアグループごと
に、時分割的に透過状態および遮断状態との間で切り換わる
　請求項７に記載の表示装置。
【請求項９】
　前記表示部は液晶表示部であり、
　バックライトをさらに備え、
　前記液晶表示部は、前記バックライトと前記液晶バリア部との間に配置されている
　請求項１から請求項８のいずれか一項に記載の表示装置。
【請求項１０】
　前記表示部は液晶表示部であり、
　バックライトをさらに備え、
　前記液晶バリア部は、前記バックライトと前記液晶表示部との間に配置されている
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　請求項１から請求項８のいずれか一項に記載の表示装置。
【請求項１１】
　光の透過と遮断とを切り換え可能な複数の液晶バリアを駆動し、
　前記液晶バリアの駆動に同期して映像を表示し、
　前記液晶バリアを駆動する際、
　前記液晶バリアに対応する位置にそれぞれ形成された第１の電極、および前記第１の電
極とは異なる層における前記液晶バリアに対応する位置にそれぞれ形成された第２の電極
のうちの、少なくとも複数の前記第１の電極に第１の駆動信号を印加し、
　前記第２の電極の側に液晶層を介して離間して配置された共通電極に共通信号を印加す
る
　表示装置の駆動方法。
【請求項１２】
　さらに、前記第２の電極に第２の駆動信号を印加する
　請求項１１に記載の表示装置の駆動方法。
【請求項１３】
　前記共通信号は直流信号であり、
　前記第１の駆動信号および前記第２の駆動信号は、前記共通信号の直流電圧を中心電圧
レベルとする、互いに異なる振幅を有する交流駆動信号である
　請求項１２に記載の表示装置の駆動方法。
【請求項１４】
　前記第１の駆動信号の振幅は、前記第２の駆動信号の振幅よりも大きい
　請求項１３に記載の表示装置の駆動方法。
【請求項１５】
　前記共通信号は直流信号であり、
　前記第１の駆動信号および前記第２の駆動信号は、前記共通信号の直流電圧を中心電圧
レベルとする、互いに等しい振幅を有する交流駆動信号である
　請求項１２に記載の表示装置の駆動方法。
【請求項１６】
　前記共通信号は直流信号であり、
　前記第１の駆動信号は、前記共通信号の直流電圧を中心電圧レベルとした交流駆動信号
である
　請求項１１に記載の表示装置の駆動方法。
【請求項１７】
　液晶層と、
　前記液晶層を挟むように構成された第１の基板、およびその第１の基板に面する側に共
通電極が形成された第２の基板と
　を備え、
　前記第１の基板は、
　複数の第１の電極と、
　前記第１の電極と前記液晶層との間において、前記第１の電極に対応する位置に形成さ
れた第２の電極と
　を有する
　バリア装置。
【請求項１８】
　第１の基板に、複数の第１の電極を形成し、その上に前記第１の電極と離間してその第
１の電極に対応する位置に第２の電極をそれぞれ形成する工程と、
　第２の基板に共通電極を形成する工程と、
　前記第１の基板の、前記第１の電極および前記第２の電極が形成された側と、前記第２
の基板との間に液晶層を封止する工程と、
　少なくとも前記第２の電極および前記共通電極を通じて、前記液晶層に電圧を印加しつ
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つ、前記液晶層を露光することにより、前記液晶層にプレチルトを付与する工程と
　を含むバリア装置の製造方法。
【請求項１９】
　前記液晶層にプレチルトを付与する工程では、前記第１の電極にも、電圧を印加する
　請求項１８に記載のバリア装置の製造方法。
【請求項２０】
　前記第１の電極と前記共通電極との間の電位差が、前記第２の電極と前記共通電極との
間の電位差よりも小さくなるように、前記第１の電極および前記第２の電極に電圧を印加
する
　請求項１９に記載のバリア装置の製造方法。
【請求項２１】
　前記第１の電極の電圧と前記第２の電極の電圧が等しい
　請求項１９に記載のバリア装置の製造方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
［構成例］
（全体構成例）
　図１は、実施の形態に係る立体表示装置１の一構成例を表すものである。立体表示装置
１は、液晶バリアを用いた、パララックスバリア方式の表示装置である。なお、本開示の
実施の形態に係る表示装置の駆動方法、バリア装置、およびバリア装置の製造方法は、本
実施の形態により具現化されるので、併せて説明する。立体表示装置１は、制御部４０と
、表示駆動部５０と、表示部２０と、バックライト駆動部４２と、バックライト３０と、
バリア駆動部４１と、液晶バリア部１０とを備えている。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５２】
（全体動作概要）
　まず、図１を参照して、立体表示装置１の全体動作概要を説明する。制御部４０は、外
部より供給される映像信号Ｓdispに基づいて、表示駆動部５０、バックライト駆動部４２
、およびバリア駆動部４１に対してそれぞれ制御信号を供給し、これらがお互いに同期し
て動作するように制御する。バックライト駆動部４２は、制御部４０から供給されるバッ
クライト制御信号ＣＢＬに基づいてバックライト３０を駆動する。バックライト３０は、
面発光した光を表示部２０に対して射出する。表示駆動部５０は、制御部４０から供給さ
れる映像信号Ｓに基づいて表示部２０を駆動する。表示部２０は、バックライト３０から
射出した光を変調することにより表示を行う。バリア駆動部４１は、制御部４０から供給
されるバリア制御信号ＣＢＲに基づいてバリア駆動信号ＤＲＶを生成し、液晶バリア部１
０に供給する。液晶バリア部１０の開閉部１１，１２（１２Ａ，１２Ｂ）は、バリア制御
信号ＣＢＲに基づいて開閉動作を行い、バックライト３０から射出し表示部２０を透過し
た光を透過または遮断する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５５
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００５５】
　映像信号ＳＡが供給された場合には、図１１（Ａ）に示したように、表示部２０の画素
Ｐｉｘのそれぞれは、映像信号ＳＡに含まれる６つの視点映像のそれぞれに対応する画素
情報Ｐ１～Ｐ６を表示する。このとき、画素情報Ｐ１～Ｐ６は、開閉部１２Ａ付近に配置
された画素Ｐｉｘにそれぞれ表示される。映像信号ＳＡが供給された場合には、液晶バリ
ア部１０では、開閉部１２Ａが開状態（透過状態）になるとともに、開閉部１２Ｂが閉状
態になるように制御されている。表示部２０の各画素Ｐｉｘから出た光は、開閉部１２Ａ
によりそれぞれ角度が制限されて出力される。観察者は、例えば左眼で画素情報Ｐ３を、
右眼で画素情報Ｐ４を見ることにより、立体的な映像を見ることができる。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５６】
　映像信号ＳＢが供給された場合には、図１１（Ｂ）に示したように、表示部２０の画素
Ｐｉｘのそれぞれは、映像信号ＳＢに含まれる６つの視点映像のそれぞれに対応する画素
情報Ｐ１～Ｐ６を表示する。このとき、画素情報Ｐ１～Ｐ６は、開閉部１２Ｂ付近に配置
された画素Ｐｉｘにそれぞれ表示される。映像信号ＳＢが供給された場合には、液晶バリ
ア部１０では、開閉部１２Ｂが開状態（透過状態）になるとともに、開閉部１２Ａが閉状
態になるように制御されている。表示部２０の各画素Ｐｉｘから出た光は、開閉部１２Ｂ
によりそれぞれ角度が制限されて出力される。観察者は、例えば左眼で画素情報Ｐ３を、
右眼で画素情報Ｐ４を見ることにより、立体的な映像を見ることができる。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７０】
　図１４は、液晶バリア部１０の開動作時（透過動作時）における、液晶層３００の液晶
分子Ｍの配向を表すものである。この例では、電圧Ｖａ，Ｖｂは共に１０Ｖであり、透明
電極層３２２には０Ｖが印加されている。図１４に示したように、液晶分子Ｍは、その長
軸が等電位面Ｌと平行になるように配向する。この条件では、等電位分布が液晶層３００
内においてほぼ平坦になることから、液晶層３００内の液晶分子Ｍは、その長軸が基板面
に平行な方向になるように、ほぼ一様に配向する。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９０】
　一方、本実施の形態に係る液晶バリア部１０では、透明電極層３１２を設け、開閉部１
１，１２を開状態（透過状態）にする際に、透明電極層３１２の透明電極１１１，１２１
に電圧を印加するようにしたので、この部分Ｚにおいて電界歪み（横電界）の発生を抑え
ることができるため、液晶層３００の透過率Ｔの低下を抑えることができる。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９５
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００９５】
［変形例１］
　上記実施の形態では、透明電極層３１４の透明電極１１０，１２０は、４つの枝領域（
ドメイン）７１～７４を有するようにしたが、これに限定されるものではない。以下に、
これらの透明電極が２つの枝領域を有する場合を例に説明する。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１０】
　このように、開閉部１２Ａ，１２Ｂ，１２Ｃを時分割的に交互に開放して映像を表示す
ることにより、この変形例に係る立体表示装置は、開閉部１２Ａのみをもつ場合に比べ、
３倍の解像度を実現することが可能となる。言い換えれば、この立体表示装置の解像度は
、２次元表示の場合に比べ１／２（＝１／６×３）で済むこととなる。
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